
 

 

 

第 214 期 中 間 決 算 公 告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年１２月２５日 

 

 新潟県新潟市中央区東堀前通七番町 1071 番地 1 

株式会社 第 四 北 越 銀 行 

取締役頭取 殖 栗 道 郎 

 

 







個別注記表 

 

  記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

重要な会計方針 

 

１． 商品有価証券の評価基準及び評価方法 

商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）により行っております。 

２． 有価証券の評価基準及び評価方法 

① 有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、子会社・子法

人等株式については移動平均法による原価法、その他有価証券については時価法（売却原価は主として移動

平均法により算定）、ただし市場価格のない株式等については移動平均法による原価法により行っております。 

なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

② 有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用されている有価証券の評価

は、時価法により行っております。 

３． デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

４． 固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産（リース資産を除く） 

 有形固定資産は、定額法を採用しております。 

また、主な耐用年数は次のとおりであります。  

建 物  10 年～50 年 

その他  2 年～20 年 

（２）無形固定資産（リース資産を除く） 

 無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、行内における利用

可能期間（5 年～9 年）に基づいて償却しております。 

   （３）リース資産 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形固定資産」中のリース資産は、リース期

間を耐用年数とした定額法により償却しております。なお、残存価額については、リース契約上に残価保証の取決

めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零としております。 

５． 引当金の計上基準 

（１） 貸倒引当金 

貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 

破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下、「破綻先」という。）に係る債権及びそ

れと同等の状況にある債務者（以下、「実質破綻先」という。）に係る債権については、以下のなお書きに記載さ

れている直接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その

残額を計上しております。また、現在は経営破綻の状況にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認めら

れる債務者（以下、「破綻懸念先」という。）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保

証による回収可能見込額を控除し、その残額に対して今後 3 年間の予想損失額を見込んで計上しております。

なお、予想損失額は、過去 3 年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間（3 算定期間）におけ

る平均値に基づく損失率で算定しておりますが、これに将来見込み等必要な修正として、景気循環等を加味した

より長期の過去一定期間における平均値に基づく損失率が高い場合、その差分を加えて算定しております。また

損失率以上の損失が見込まれる債務者については回収可能見込額を総合的に判断し必要と認める額を計上し

ております。 

正常先 1 区分に対する債権については主として今後 1 年間の予想損失額を見込んで計上しております。また、

要注意先は、経営改善計画の有無や要管理債権の有無等により 3 つに区分のうえ、要管理先を含む 2 区分に

対する債権については主として今後 3 年間の、その他の要注意先 1 区分に対する債権については主として今

後 1 年間の予想損失額を見込んで計上しております。なお、予想損失額は、過去 1 年間又は過去 3 年間の貸

倒実績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間（3 算定期間）における平均値に基づく損失率で算定してお

りますが、これに将来見込み等必要な修正として、景気循環等を加味したより長期の過去一定期間における平

均値に基づく損失率が高い場合、その差分を加えて算定しております。 

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立し



 

 

た資産監査部署が査定結果を監査しております。 

なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価額及び保証

による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金

額は 10,543 百万円であります。 

（２） 賞与引当金 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当中間期

に帰属する額を計上しております。 

（３） 株式報酬引当金の計上基準 

株式報酬引当金は、当行の取締役等への株式報酬制度における報酬支払いに備えるため、取締役等に対する

報酬の支給見込額のうち、当中間期末までに発生していると認められる額を計上しております。 

（４） 固定資産解体費用引当金 

固定資産解体費用引当金は、建物等の解体に伴う支出に備えるため、将来発生すると見込まれる額を計上して

おります。 

（５） 退職給付引当金 

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の

見込額に基づき、必要額を計上しております。なお、当中間期末においては、年金資産の額が、退職給付債務か

ら未認識項目の合計額を控除した額を超過しているため、中間貸借対照表の「前払年金費用」に計上しております。

また、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当中間期末までの期間に帰属させる方法については給付

算定式基準によっております。なお、過去勤務費用及び数理計算上の差異の損益処理方法は次のとおりでありま

す。 

過去勤務費用 その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10 年）による定額法

により損益処理 

数理計算上の差異 各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10～12

年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から損益処理 

（６） 睡眠預金払戻損失引当金 

睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、将来

の払戻請求に応じて発生する損失を見積り、必要と認める額を計上しております。 

（７） 偶発損失引当金 

偶発損失引当金は、他の引当金で引当対象とした事象以外の偶発事象等に対し、将来発生する可能性のある

損失を見積り、必要と認める額を計上しております。 

６． 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建資産及び負債は、中間決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

７． ヘッジ会計の方法 

（１） 金利リスク・ヘッジ 

金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法として、一部の資産・負債について、ヘッジ対

象とヘッジ手段を直接対応させる「個別ヘッジ」を適用し、繰延ヘッジによる会計処理を行っております。ヘッジ手

段とヘッジ対象を一体管理するとともに、ヘッジ手段によってヘッジ対象の金利リスクが減殺されているかどうかを

検証することで、ヘッジの有効性を評価しております。 

このほか、金利スワップの特例処理を行っており、ヘッジの有効性の評価については、特例処理の要件の判定

をもって有効性の判定に代えております。 

（２） 為替変動リスク・ヘッジ 

外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、｢銀行業における外貨建取引等

の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い｣(日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第 25 号 2020

年 10 月 8 日。以下、｢業種別委員会実務指針第 25 号｣という。)に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有

効性評価の方法については、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で行う通貨スワップ取引及

び為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジ

ション相当額が存在することを確認することによりヘッジの有効性を評価しております。 

８． 税効果会計に関する事項 

中間会計期間に係る法人税等の額及び法人税等調整額は、当行の当事業年度において予定している剰余金

の処分による固定資産圧縮積立金勘定の取崩しを前提として、当中間会計期間に係る金額を計算しております。 

 

 

 



 

 

注記事項 

（中間貸借対照表関係） 

１． 関係会社の株式及び出資金総額 3,645 百万円 

２． 銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。なお、債権は、

中間貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証している

ものであって、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第 2 条第 3 項）によるものに限る。）、貸出金、

外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに支払承諾見返の各勘定に計上されるものであります。 

 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額 6,383 百万円 

危険債権額 110,416 百万円 

三月以上延滞債権額 1,299 百万円 

貸出条件緩和債権額 4,068 百万円 

合計額 122,167 百万円 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由に

より経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。 

危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った

債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当

しないものであります。 

三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生

債権及びこれらに準ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元

本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる

債権、危険債権並びに三月以上延滞債権に該当しないものであります。 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 

３． 手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協

会業種別委員会実務指針第 24 号 2022 年 3 月 17 日）に基づき金融取引として処理しております。これにより受け

入れた銀行引受手形、商業手形、荷付為替手形及び買入外国為替等は、売却又は（再）担保という方法で自由に処

分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、11,824 百万円であります。 

４． 担保に供している資産は次のとおりであります。 

担保に供している資産  

 有価証券 1,610,777 百万円 

 貸出金 94,342 百万円 

担保資産に対応する債務  

 預金 53,728 百万円 

 売現先勘定 167,154 百万円 

 債券貸借取引受入担保金 384,826 百万円 

 借用金 1,016,100 百万円  

上記のほか、為替決済、短期金融取引、デリバティブ等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、

商品有価証券 22 百万円及び有価証券 60,278 百万円を差し入れております。 

また、その他の資産には、金融商品等差入担保金 55,590 百万円及び保証金 1,253 百万円が含まれております。 

５． 当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上

規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの

契約に係る融資未実行残高は、1,669,282 百万円であります。このうち原契約期間が 1 年以内のもの又は任意の時

期に無条件で取消可能なものが 1,567,225 百万円あります。 

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当

行の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権

の保全及びその他相当の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をす

ることができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴

求するほか、契約後も定期的に予め定めている行内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直

し、与信保全上の措置等を講じております。 

 

 

 

 

 



 

 

６． 土地の再評価に関する法律（1998 年 3 月 31 日公布法律第 34 号）に基づき、当行の事業用の土地の再評価を行

い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、

これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 

再評価を行った年月日 1998 年 3 月 31 日 

同法律第 3 条第 3 項に定める再評価の方法 土地の再評価に関する法律施行令（1998 年 3 月 31 日公

布政令第 119 号）第 2 条第 4 号に定める地価税法（1991

年法律第 69 号）第 16 条に規定する地価税の課税価格の

計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官

が定めて公表した方法に基づいて（奥行価格補正等）合理

的な調整を行って算出。 

 

７． 有形固定資産の減価償却累計額 80,491 百万円 

８． 「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第 2 条第 3 項）による社債に対する当行の保証債

務の額は 88,266 百万円であります。 

９． 元本補填契約のある信託の元本金額は、金銭信託 17,437 百万円であります。 

１０． 銀行法施行規則第 19 条の 2 第 1 項第 3 号ロ(10)に規定する単体自己資本比率（国内基準） 9.02％ 

 

（中間損益計算書関係） 

１． 「その他経常収益」には、株式等売却益 1,630 百万円及び償却債権取立益 557 百万円を含んでおります。 

２． 「その他経常費用」には、貸倒引当金繰入額 1,334 百万円、貸出金償却 641 百万円及び株式等売却損 246 百万

円を含んでおります。 

 

（有価証券関係） 

中間貸借対照表の「有価証券」のほか、「その他資産」中の一部が含まれております。 

 

１． 満期保有目的の債券（2024 年 9 月 30 日現在） 

 

種類 

中間貸借対照表 

計 上 額 

時 価 差 額 

  （百万円） （百万円） （百万円） 

時価が中間貸借対照表計上

額を超えるもの 

地方債 10,904 10,990 86 

小計 10,904 10,990 86 

時価が中間貸借対照表計上

額を超えないもの 

国債 40,005 39,925 △80 

地方債 84,940 84,451 △488 

社債 3,357 3,310 △46 

小計 128,303 127,687 △616 

合 計 139,207 138,678 △529 

 

２． 子会社・子法人等株式及び関連法人等株式（2024 年 9 月 30 日現在） 

子会社・子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるものは該当ありません。 

なお、市場価格がない子会社・子法人等株式の中間貸借対照表計上額は次のとおりであります。 

 中間貸借対照表 

計上額 

（百万円） 

子会社・子法人等株式 2,445 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３． その他有価証券（2024 年 9 月 30 日現在） 

 

種類 

中間貸借対照表 

計上額 

取得原価 差額 

  （百万円） （百万円） （百万円） 

中間貸借対照表計上額が取

得原価を超えるもの 

株式 180,664 82,911 97,753 

債券 105,922 105,364 558 

国債 56,756 56,353 403 

地方債 11,307 11,262 45 

社債 37,858 37,749 109 

その他 333,330 311,388 21,941 

   うち外国証券 160,234 154,688 5,545 

小計 619,917 499,664 120,253 

中間貸借対照表計上額が取

得原価を超えないもの 

株式 9,048 9,988 △940 

債券 1,264,399 1,309,084 △44,685 

国債 445,464 477,957 △32,492 

地方債 699,460 710,565 △11,104 

社債 119,473 120,561 △1,087 

その他 749,670 807,364 △57,694 

   うち外国証券 537,844 573,658 △35,813 

小計 2,023,117 2,126,437 △103,320 

合計 2,643,035 2,626,102 16,933 

   （注）上表に含まれない市場価格のない株式等及び組合出資金等の中間貸借対照表計上額 

 中間貸借対照表計上額 

（百万円） 

非上場株式 4,868 

組合出資金等 5,504 

組合出資金等については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31

号 2021年6月17日）第24-16項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 

 

４．減損処理を行った有価証券 

  売買目的有価証券以外の有価証券（市場価格のない株式等及び組合出資金を除く）のうち、当該有価証券の

時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものに

ついては、当該時価をもって中間貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当中間期の損失として処理（以

下、「減損処理」という。）しております。 

当中間期における減損処理額は、28 百万円（うち債券 28 百万円）であります。 

また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は自己査定基準に定めております。債券については、時

価が取得原価に比べて 30％以上下落している場合や、発行会社の財務状態などを勘案し、減損処理を行って

おります。株式及び証券投資信託については、期末日における時価が取得原価に比べて 50％以上下落した銘

柄については全て減損処理を行うほか、時価が 30％以上 50％未満下落した銘柄については、基準日前一定期

間の時価の推移や発行会社の財務状態などにより時価の回復可能性を判断し減損処理を行っております。 

 

（金銭の信託関係） 

１． 満期保有目的の金銭の信託（2024 年 9 月 30 日現在） 

該当ありません。 

 

２． その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（2024 年 9 月 30 日現在） 

      該当ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

(税効果会計関係) 

   繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであります。 

繰延税金資産  

 貸倒引当金 9,021 百万円 

 退職給付引当金 4,070 百万円 

 減価償却費 2,094 百万円 

 有価証券償却  1,607 百万円 

 減損損失 1,021 百万円 

 その他 3,522 百万円 

繰延税金資産小計  21,337 百万円 

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △2,823 百万円 

評価性引当額小計 △2,823 百万円 

繰延税金資産合計 18,514 百万円 

繰延税金負債  

 繰延ヘッジ損益 △4,963 百万円 

 その他有価証券評価差額金 △4,876 百万円 

 退職給付信託設定益  △2,701 百万円 

 譲渡損益調整資産  △656 百万円 

 その他 △276 百万円 

繰延税金負債合計 △13,474 百万円 

繰延税金資産の純額 5,040 百万円 

      

 （１株当たり情報） 

１株当たりの純資産額 12,469 円 07 銭 

１株当たりの中間純利益金額 384 円 95 銭 

 

（重要な後発事象） 

       該当ありません。 

 

 

信 託 財 産 残 高 表 

（2024 年 9 月 30 日現在） 

 

（単位：百万円） 

資 産 金 額 負 債 金 額 

銀 行 勘 定 貸 17,437 金 銭 信 託 17,437 

合 計 17,437 合 計 17,437 

       (注)１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

         ２．共同信託他社管理財産の取扱いはありません。 

 

         （付）元本補填契約のある信託の内訳は次のとおりであります。 

 

    金銭信託                                                   （単位：百万円）    

資 産 金 額 負 債 金 額 

銀 行 勘 定 貸 17,437 元 本 17,437 

合 計 17,437 合 計 17,437 

    (注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 







連結注記表 

 

子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第２条第８項及び銀行法施行令第４条の２に基づいております。記載

金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

中間連結財務諸表の作成方針 

 

1. 連結の範囲に関する事項 

(1)連結される子会社及び子法人等 ３社 

第四信用保証株式会社、北越リース株式会社、北越信用保証株式会社 

 

(2)非連結の子会社及び子法人等 ４社 

だいし食・農成長応援ファンド投資事業有限責任組合 

だいし創業支援ファンド投資事業有限責任組合 

第１号第四北越地域創生投資事業有限責任組合 

第２号第四北越地域創生投資事業有限責任組合 

非連結の子法人等は、その資産、経常収益、中間純損益（持分に見合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）及びその他の包

括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、連結の範囲から除いても企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判

断を妨げない程度に重要性が乏しいため、連結の範囲から除外しております。 

 

2. 持分法の適用に関する事項 

(1)持分法適用の非連結の子会社及び子法人等   該当ありません。 

(2)持分法適用の関連法人等           該当ありません。 

(3)持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等         ４社 

だいし食・農成長応援ファンド投資事業有限責任組合 

だいし創業支援ファンド投資事業有限責任組合 

第１号第四北越地域創生投資事業有限責任組合 

第２号第四北越地域創生投資事業有限責任組合 

 持分法非適用の非連結の子法人等は、中間純損益（持分に見合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）及びその他の包括利

益累計額（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても中間連結財務諸表に重要な影響を与えないため、持分法

の対象から除いております。 

(4)持分法非適用の関連法人等          該当ありません。 

 

3. 連結される子会社及び子法人等の中間決算日等に関する事項 

連結される子会社及び子法人等の中間決算日は次のとおりであります。 

    ９月末日                            ３社 

 

 会計方針に関する事項 

 

１． 商品有価証券の評価基準及び評価方法 

商品有価証券の評価は、時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）により行っております。 

２． 有価証券の評価基準及び評価方法 

① 有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有価証券につ

いては時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、ただし市場価格のない株式等については移動平均法

による原価法により行っております。 

 なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

② 有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用されている有価証券の評価は、時

価法により行っております。 

３． デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

 

 

 

 



４． 固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除く） 

有形固定資産は、主として定額法を採用しております。 

また、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建 物         10 年～50 年 

その他          2 年～20 年 

② 無形固定資産（リース資産を除く） 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、当行及び連結子会

社で定める利用可能期間（5年～9年）に基づいて償却しております。 

③ リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形固定資産」中のリース資産は、リース

期間を耐用年数とした定額法により償却しております。なお、残存価額については、リース契約上に残価保証の取決

めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零としております。 

５． 貸倒引当金の計上基準 

当行の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 

破産、特別清算等法的に経営破綻の事実が発生している債務者（以下、「破綻先」という。）に係る債権及びそれと

同等の状況にある債務者（以下、「実質破綻先」という。）に係る債権については、以下のなお書きに記載されてい

る直接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、その残額を計上して

おります。 

また、現在は経営破綻の状況にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者（以下、「破綻懸念

先」という。）に係る債権については、債権額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、

その残額に対して今後 3年間の予想損失額を見込んで計上しております。なお、予想損失額は、過去 3年間の貸倒実

績を基礎とした貸倒実績率の過去の一定期間（3算定期間）における平均値に基づく損失率で算定しておりますが、

これに将来見込み等必要な修正として、景気循環等を加味したより長期の過去一定期間における平均値に基づく損失

率が高い場合、その差分を加えて算定しております。また損失率以上の損失が見込まれる債務者については回収可能

見込額を総合的に判断し必要と認める額を計上しております。 

正常先 1区分に対する債権については主として今後 1年間の予想損失額を見込んで計上しております。また、要注

意先は、経営改善計画の有無や要管理債権の有無等により 3つに区分のうえ、要管理先を含む 2区分に対する債権に

ついては主として今後 3年間の、その他の要注意先 1区分に対する債権については主として今後 1年間の予想損失額

を見込んで計上しております。なお、予想損失額は、過去 1年間又は過去 3年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率

の過去の一定期間（3算定期間）における平均値に基づく損失率で算定しておりますが、これに将来見込み等必要な

修正として、景気循環等を加味したより長期の過去一定期間における平均値に基づく損失率が高い場合、その差分を

加えて算定しております。 

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監

査部署が査定結果を監査しております。 

なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評価額及び保証による回

収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額から直接減額しており、その金額は 10,543

百万円であります。連結子会社の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実績率等を勘案して必要と認めた額

を、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ計上しておりま

す。 

６． 賞与引当金の計上基準 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当中間連結会計

期間に帰属する額を計上しております。 

７． 株式報酬引当金の計上基準 

株式報酬引当金は、当行の取締役等への株式報酬制度における報酬支払いに備えるため、取締役等に対する報酬の

支給見込額のうち、当中間連結会計期間末までに発生していると認められる額を計上しております。 

８． 固定資産解体費用引当金の計上基準 

固定資産解体費用引当金は、建物等の解体に伴う支出に備えるため、将来発生すると見込まれる額を計上しており

ます。 

９． 役員退職慰労引当金の計上基準 

役員退職慰労引当金は、連結子会社の役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対する退職慰労金の支給

見積額のうち、当中間連結会計期間末までに発生していると認められる額を計上しております。 

１０． 睡眠預金払戻損失引当金の計上基準 

睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、将来の払戻

請求に応じて発生する損失を見積り、必要と認める額を計上しております。 



１１． 偶発損失引当金の計上基準 

偶発損失引当金は、他の引当金で引当対象とした事象以外の偶発事象等に対し、将来発生する可能性のある損失を

見積り、必要と認める額を計上しております。 

１２． 退職給付に係る会計処理の方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当中間連結会計期間末までの期間に帰属させる方法については給

付算定式基準によっております。また、過去勤務費用及び数理計算上の差異の損益処理方法は次のとおりであります。 

過去勤務費用   その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10 年）による定額法により損益処理 

数理計算上の差異 各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10～12 年）による定額

法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から損益処理 

なお、連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る当中間連結会計期間末の自

己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。 

１３． 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建資産及び負債は、中間連結決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

１４． 重要な収益及び費用の計上基準 

 ファイナンス・リース取引に係る収益・費用の計上基準については、リース料受取時に売上高と売上原価を計上す

る方法によっております。 

１５． 重要なヘッジ会計の方法 

(1) 金利リスク・ヘッジ 

当行の金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法として、一部の資産・負債について、ヘッ

ジ対象とヘッジ手段を直接対応させる「個別ヘッジ」を適用し、繰延ヘッジによる会計処理を行っております。ヘ

ッジ手段とヘッジ対象を一体管理するとともに、ヘッジ手段によってヘッジ対象の金利リスクが減殺されているか

どうかを検証することで、ヘッジの有効性を評価しております。 

このほか、金利スワップの特例処理を行っており、ヘッジの有効性の評価について、特例処理の要件の判定をもっ

て有効性の判定に代えております。 

(2) 為替変動リスク・ヘッジ 

当行の外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、｢銀行業における外貨建取引

等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い｣(日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第25号 2020年 10月

8 日。以下、｢業種別委員会実務指針第 25 号｣という。)に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価

の方法については、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺する目的で行う通貨スワップ取引及び為替スワッ

プ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が

存在することを確認することによりヘッジの有効性を評価しております。 

連結子会社はデリバティブ取引を行っておりません。 

１６． 税効果会計に関する事項 

中間連結会計期間に係る法人税等の額及び法人税等調整額は、当行の事業年度において予定している剰余金の処分

による固定資産圧縮積立金勘定の取崩しを前提として、当中間連結会計期間に係る金額を計算しております。 

 

会計方針の変更 

（税効果会計に係る会計基準の適用指針の適用） 

「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 2022年10月28日）を当中間連結会計期間

の期首から適用しております。 

上記に伴い、連結子会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合に係る税効果

の取扱いについて、当該子会社株式等を売却した企業の財務諸表において、当該売却損益に係る一時差異に対して繰延

税金資産又は繰延税金負債が計上されているときは、従来、連結決算手続上、当該一時差異に係る繰延税金資産又は繰

延税金負債の額は修正しないこととしておりましたが、当該一時差異に係る繰延税金資産又は繰延税金負債を取り崩す

取扱いに変更しております。 

当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっております。こ

の結果、当該会計基準の遡及適用前と比べて、前連結会計年度の繰延税金資産が68百万円増加、繰延税金負債が144百

万円減少、利益剰余金が213百万円増加しております。 

 

注記事項 

 

（中間連結貸借対照表関係） 

１． 関係会社の出資金総額（連結子会社の株式を除く） 1,200 百万円 

２． 銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。なお、債権は、中

間連結貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているも



のであって、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第 2条第 3項）によるものに限る。）、貸出金、外国

為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並びに支払承諾見返の各勘定に計上されるものであります。 

 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額 7,301 百万円 

危険債権額 110,416 百万円 

三月以上延滞債権額 1,299 百万円 

貸出条件緩和債権額 4,068 百万円 

合計額 123,086 百万円 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経

営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。 

危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の

元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当しないもので

あります。 

三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生債権及

びこれらに準ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の

返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険

債権並びに三月以上延滞債権に該当しないものであります。 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。  

３． 手形割引は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種

別委員会実務指針第 24 号 2022 年 3 月 17 日）に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた銀

行引受手形、商業手形、荷付為替手形及び買入外国為替等は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権

利を有しておりますが、その額面金額は、11,824 百万円であります。 

４． 担保に供している資産は次のとおりであります。 

担保に供している資産  

 有価証券 1,610,777 百万円 

 貸出金 94,342 百万円 

担保資産に対応する債務  

 預金 53,728 百万円 

 売現先勘定 167,154 百万円 

 債券貸借取引受入担保金  384,826 百万円 

 借用金  1,016,100 百万円 

上記のほか、為替決済、短期金融取引、デリバティブ等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、商品

有価証券 22 百万円及び有価証券 60,278 百万円を差し入れております。 

また、その他資産には、金融商品等差入担保金 55,590 百万円及び保証金 1,255 百万円が含まれております。 

５． 当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上

規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約であります。これらの

契約に係る融資未実行残高は、1,662,582 百万円であります。このうち原契約期間が 1年以内のもの又は任意の時期

に無条件で取消可能なものが 1,560,525 百万円あります。 

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当行

の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権

の保全及びその他相当の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をするこ

とができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求す

るほか、契約後も定期的に予め定めている行内（社内）手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見

直し、与信保全上の措置等を講じております。 

６． 土地の再評価に関する法律（1998 年 3 月 31 日公布法律第 34 号）に基づき、当行の事業用の土地の再評価を行い、評

価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これ

を控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 

 

再評価を行った年月日 1998 年 3 月 31 日 

同法律第 3条第 3項に定める再評価の方法 土地の再評価に関する法律施行令(1998年3月31日公布政令

第 119 号)第 2条第 4号に定める地価税法（1991 年法律第 69

号）第 16 条に規定する地価税の課税価格の計算の基礎とな

る土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表し

た方法に基づいて（奥行価格補正等）合理的な調整を行って

算出。 

７． 有形固定資産の減価償却累計額 80,509 百万円 

 



８． 「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する保証債務の額は

88,266 百万円であります。 

９． 元本補填契約のある信託の元本金額は、金銭信託 17,437 百万円であります。 

１０． 銀行法施行規則第 17 条の 5第 1項第 3号ロに規定する連結自己資本比率（国内基準） 9.25％ 

 

（中間連結損益計算書関係） 

１． 「その他経常収益」には、株式等売却益 1,630 百万円及び償却債権取立益 557 百万円を含んでおります。 

２． 「その他経常費用」には、貸倒引当金繰入額 1,931 百万円、貸出金償却 641 百万円及び株式等売却損 246 百万円を含

んでおります。 

３． 当中間連結会計期間における中間包括利益 △3,843 百万円 

 

（金融商品関係） 

 １．金融商品の時価等に関する事項 

 2024 年 9 月 30 日における中間連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。なお、

市場価格のない株式等及び組合出資金等は、次表には含めておりません（（注１）参照）。また、現金預け金、売現先

勘定並びに債券貸借取引受入担保金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略して

おります。このほか、「中間連結貸借対照表計上額」の重要性が乏しい科目については、注記を省略しております。 

（単位：百万円） 

 

中間連結貸借 

対照表計上額 

時 価 差 額 

(1)有価証券    

 売買目的有価証券 ― ― ― 

 満期保有目的の債券 139,207 138,678 △529 

 その他有価証券 2,644,749 2,644,749 ― 

(2)貸出金 5,479,700   

  貸倒引当金(※１) △27,695   

 5,452,004 5,458,368 6,364 

資産計 8,235,962 8,241,797 5,834 

(1)預金 8,345,095 8,343,538 △1,556 

(2)譲渡性預金 161,759 161,758 △1 

(3)借用金 1,016,100 1,010,655 △5,444 

負債計 9,522,955 9,515,952 △7,002 

デリバティブ取引(※２)    

 ヘッジ会計が適用されていないもの 1,479 1,479 ― 

 ヘッジ会計が適用されているもの 7,269 7,269 ― 

デリバティブ取引計 8,748 8,748 ― 

(※１)貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。 

(※２)その他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。 

   デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ

いては、（ ）で表示しております。 

      なお、デリバティブに対応する偶発損失引当金については、重要性が乏しいため、中間連結貸借対照表計上額

から直接減額しております。 

また、金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象の貸出金の時価に含めて記載しております。 

 

 

（注）市場価格のない株式等及び組合出資金等の中間連結貸借対照表計上額は次のとおりであり、金融商品の時価情報 

の「その他有価証券」には含まれておりません。 

（単位：百万円） 

区 分 中間連結貸借対照表計上額 

非上場株式（※１）（※２） 4,878 

組合出資金等（※３） 5,504 

（※１）  非上場株式については、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 19号 2020

年 3 月 31 日）第 5項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 

（※２） 当中間連結会計期間において、減損処理は行っておりません。 

（※３） 組合出資金等については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 31 号 

2021 年 6 月 17 日）第 24-16 項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。なお、組合出資金等には、

「その他資産」中の一部が含まれております。 



２．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類して

おります。  

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対象

となる資産または負債に関する相場価格により算定した時価 

レベル２の時価：観察可能な時価に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るインプットを

用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベ

ルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。 

(1）時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品 

         （単位：百万円） 

区分 

時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

有価証券  

その他有価証券  

株式 173,332 18,094 － 191,427 

国債 502,221 － － 502,221 

地方債 － 710,768 － 710,768 

社債 － 60,540 96,791 157,332 

外国証券 454,096 240,609 3,373 698,079 

その他 131,356 253,565 － 384,921 

デリバティブ取引  

金利関連 － 27,576 － 27,576 

通貨関連 － 36,339 － 36,339 

その他 － － 48 48 

 資産計 1,261,006 1,347,495 100,213 2,708,715 

デリバティブ取引  

金利関連 － 6,671 － 6,671 

通貨関連 － 48,495 － 48,495 

その他 － － 48 48 

 負債計 － 55,166 48 55,215 

  

(2）時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 

（単位：百万円）

区分 

時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

有価証券     

満期保有目的の債券     

国債 39,925 － － 39,925 

地方債 － 95,442 － 95,442 

社債 － 3,310 － 3,310 

貸出金 － － 5,458,368 5,458,368 

 資産計 39,925 98,753 5,458,368 5,597,047 

預金 － 8,343,538 － 8,343,538 

譲渡性預金 － 161,758 － 161,758 

借用金 － 1,010,655 － 1,010,655 

 負債計 － 9,515,952 － 9,515,952 

 

 

 

 

 

 



（注１）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明 

 

 資 産 

   有価証券 

有価証券については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル１の時価に分類しており

ます。主に株式、上場投資信託、国債がこれに含まれます。公表された相場価格を用いていたとしても市場が活発

でない場合にはレベル２の時価に分類しております。主に地方債、社債がこれに含まれます。 

また、市場における取引価格が存在しない投資信託について、解約又は買戻請求に関して市場参加者からリスク

の対価を求められるほどの重要な制限がない場合には基準価額を時価とし、レベル２の時価に分類しております。 

  自行保証付私募債のうち変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、発行体の信用状態が実行後

大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としており、レベル３

の時価に区分しております。固定金利によるものは私募債の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、元利金

の合計額をスワップ金利等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率で割り引いた金額に保証料の未経過相

当分（未経過保証料）を加味して時価を算定しており、信用スプレッド及び未経過保証料が観察不能であることか

らレベル３の時価に分類しております。 

証券化商品（一部債券を含む）は、外部業者（ブローカー等）より入手した価格を、同種商品間の価格比較、同

一銘柄の価格推移時系列比較、市場公表指標との整合分析等、定期的な状況確認を踏まえ時価としており、レベル

３に分類しております。 

    

   貸出金 

貸出金については、固定金利によるものは、貸出金の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに、元利金の合

計額をスワップ金利等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率又は同様の新規貸出を行った場合に想定され

る利率で割り引いて時価を算定しております。変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先

の信用状態が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価と

しております。 

 また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来キャッシュ・フローの現在価値

又は担保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は中間連結決算日における

中間連結貸借対照表上の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似していることから、当該価額を

時価としております。 

 貸出金のうち、当該貸出を担保資産の範囲内に限るなどの特性により、返済期限を設けていないものについては、

返済見込み期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額に近似しているものと想定されるため、帳簿価額を時価とし

ております。 

なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価

としております。 

これらについては、レベル３の時価に分類しております。 

 

 負 債 

    預金、及び譲渡性預金 

要求払預金については、中間連結決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなしております。また、

定期性預金及び譲渡性預金の時価は、一定の期間ごとに区分して、将来のキャッシュ・フローを割り引いて現在価値

を算定しております。その割引率は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。なお、預入期間

が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。こ

れらについては、レベル２の時価に分類しております。 

 

   借用金 

借用金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当行の信用状態は実行後大きく異なっ

ていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としております。固定金

利によるものは、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の合計額を同様の借入において想定される利率で割

り引いて現在価値を算定しております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似して

いることから、当該帳簿価額を時価としております。これらについては、レベル２の時価に分類しております。 

  



デリバティブ 

デリバティブ取引については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル１の時価に分類す

ることとしており、主に取引所取引である債券先物取引や株式先物取引がこれに含まれます。 

ただし、大部分のデリバティブ取引は店頭取引であり、公表された相場価格が存在しないため、取引の種類や満期

までの期間に応じて現在価値技法やブラック・ショールズ・モデル等の評価技法を利用して時価を算定しております。

それらの評価技法で用いている主なインプットは、金利や為替レート、ボラティリティ等であります。また、取引相

手の信用リスク及び当行の信用リスクに基づく価格調整を行っております。観察できないインプットを用いていない

又はその影響が重要でない場合はレベル２の時価に分類しており、金利関連取引（金利スワップ、金利オプション等）、

通貨関連取引（為替予約、通貨オプション、通貨スワップ等）等が含まれております。重要な観察できないインプッ

トを用いている場合や資産の用役能力を再調達するために現在必要となる金額に基づき時価を算定している場合は

レベル３の時価に分類しており、地震デリバティブ取引が含まれます。 

  

（注２）時価で中間連結貸借対照表に計上している金融商品のうちレベル３の時価に関する情報 

  

(1）重要な観察できないインプットに関する定量的情報（2024 年 9 月 30 日） 

区分 評価技法 

重要な観察できない 

インプット 

インプットの範囲 

インプットの 

加重平均 

有価証券         

 その他有価証券     

 社債         

  私募債 現在価値技法 

信用スプレッド 

未経過保証料 

 0.1％－7.4％ 

0.0％－1.4％ 

0.7％ 

0.2％ 

※地震デリバティブについては、資産の用役能力を再調達するために現在必要となる金額に基づき時価を算定しており、

インプットが存在しないことから、定量的情報は記載しておりません。 

 

 (2）期首残高から期末残高への調整表、当期の損益に認識した評価損益（2024 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円）

  

期首 

残高 

当期の損益又は 

その他の包括利益 

購入、売却 

、発行及び 

決済の純額 

レベル３ 

の時価への 

振替 

レベル３

の時価か

らの振替 

期末 

残高 

当期の損益に計

上した額のうち

中間連結貸借対

照表日において

保有する金融資

産及び金融負債

の評価損益 

（※１） 

損益に 

計上 

（※１） 

その他の 

包括利益 

に計上 

（※２） 

有価証券 

 その他有価証券 

  社債 103,227 2 △9 △6,428 － － 96,791 － 

  外国証券 3,407 △3 △25 △6 － － 3,373 － 

デリバティブ取引 

 その他         

売建 △50 53 － △51 － － △48 28 

買建 50 △53 － 51 － － 48 △28 

（※１） 中間連結損益計算書の「資金運用収益」、「その他業務収益」及び「その他業務費用」に含まれております。 

（※２） 中間連結包括利益計算書の「その他の包括利益」の「その他有価証券評価差額金」に含まれております。 

  

(3）時価の評価プロセスの説明 

 当行グループはミドル部門及びバック部門において時価の算定に関する方針、手続及び、時価評価モデルの使用に

係る手続を定めております。算定された時価及びレベルの分類については、時価の算定に用いられた評価技法及びイ

ンプットの妥当性を検証しております。 

 時価の算定に当たっては、個々の資産の性質、特性及びリスクを最も適切に反映できる評価モデルを用いておりま

す。また、第三者から入手した相場価格を利用する場合においても、利用されている評価技法及びインプットの確認

や類似の金融商品の時価との比較等の適切な方法により価格の妥当性を検証しております。 

  

 

 



(4）重要な観察できないインプットを変化させた場合の時価に対する影響に関する説明 

    信用スプレッド 

信用スプレッドは、格付別予想デフォルト率や格付別期間スプレッド及び未保全率を基に算出しております。 

   一般に、信用スプレッドの著しい上昇（低下）は、時価の著しい下落（上昇）を生じさせます。 

 

   未経過保証料 

保証料は、信用格付により算出しております。時価を構成する未経過保証料とは保証料の未経過部分であります。

一般に、未経過保証料は時間の経過とともに減少し、時価の低下を生じさせます。 

 

（有価証券関係） 

 １．満期保有目的の債券（2024 年 9 月 30 日現在） 

 

種類 

中間連結貸借 

対照表計上額 

時 価 差 額 

  （百万円） （百万円） （百万円） 

時価が中間貸借対照表計上

額を超えるもの 

地方債 10,904 10,990 86 

小計 10,904 10,990 86 

時価が中間貸借対照表計上

額を超えないもの 

国債 40,005 39,925 △80 

地方債 84,940 84,451 △488 

社債 3,357 3,310 △46 

小計 128,303 127,687 △616 

合 計 
139,207 138,678 △529 

 

２． その他有価証券（2024 年 9 月 30 日現在） 

 種類 

中間連結貸借 

対照表計上額 

（百万円） 

取得原価 

（百万円） 

差額 

（百万円） 

中間連結貸借対照表計上額

が取得原価を超えるもの 

株式 182,379 83,141 99,238 

債券 105,922 105,364 558 

 国債 56,756 56,353 403 

 地方債 11,307 11,262 45 

 社債 37,858 37,749 109 

その他 333,330 311,388 21,941 

うち外国証券 160,234 154,688 5,545 

小計 621,632 499,894 121,737 

中間連結貸借対照表計上額

が取得原価を超えないもの 

株式 9,048 9,988 △940 

債券 1,264,399 1,309,084 △44,685 

 国債 445,464 477,957 △32,492 

 地方債 699,460 710,565 △11,104 

 社債 119,473 120,561 △1,087 

その他 749,670 807,364 △57,694 

うち外国証券 537,844 573,658 △35,813 

小計 2,023,117 2,126,437 △103,320 

合計 2,644,749 2,626,332 18,417 

 

３．減損処理を行った有価証券 

売買目的有価証券以外の有価証券（市場価格のない株式等及び組合出資金を除く）のうち、当該有価証券の時価が取

得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該

時価をもって中間連結貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当中間連結会計期間の損失として処理（以下、「減

損処理」という。）しております。 

当中間連結会計期間における減損処理額は、28 百万円（うち債券 28 百万円）であります。 

また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は自己査定基準に定めております。債券については、時価が

取得原価に比べて 30％以上下落している場合や、発行会社の財務状態などを勘案し、減損処理を行っております。株式

及び証券投資信託については、期末日における時価が取得原価に比べて 50％以上下落した銘柄については全て減損処理

を行うほか、時価が 30％以上 50％未満下落した銘柄については、基準日前一定期間の時価の推移や発行会社の財務状

態などにより時価の回復可能性を判断し減損処理を行っております。 

 

 

 



（金銭の信託関係） 

１．満期保有目的の金銭の信託（2024 年 9 月 30 日現在） 

    該当事項はありません。 

 

２．その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（2024 年 9 月 30 日現在） 

    該当事項はありません。 

 

（賃貸等不動産関係） 

 記載すべき重要なものはありません。 

 

（１株当たり情報） 

１株当たりの純資産額 13,289 円 50 銭 

１株当たりの親会社株主に帰属する中間純利益金額 396 円 07 銭 

潜在株式調整後１株当たり親会社株主に帰属する中間純利益金額は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 

 

 

信 託 財 産 残 高 表 

（2024 年 9 月 30 日現在） 

 

（単位：百万円） 

資 産 金 額 負 債 金 額 

銀 行 勘 定 貸  17,437 金 銭 信 託  17,437 

合 計  17,437 合 計  17,437 

       (注)１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

２．共同信託他社管理財産の取扱いはありません。 

 

       （付）元本補填契約のある信託の内訳は次のとおりであります。 

 

    金銭信託                                （単位：百万円）    

資 産 金 額 負 債 金 額 

銀 行 勘 定 貸  17,437 元 本  17,437 

合 計  17,437 合 計  17,437 

    (注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 


